
東京外国語大学／読売新聞立川支局共催 連続市民講座
　　  　「今を生きる～人々が暮らしている /きた世界」（第 3回）

お問合せ：東京外国語大学 総務企画課 広報係　東京都府中市朝日町 3-11-1（西武多摩川線「多磨駅」徒歩 5分）TEL: 042-330-5151 Email: soumu-koho@tufs.ac.jp

講演者：
岡田 知子
   （東京外国語大学准教授）

 2015

5/23( 土 )
  午後 1時半～3時
     （午後 1時開場）
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東京外国語大学と読売新聞立川支局は、2015 年 4月から全 11回の連続市民講座を開催します。
全体テーマを「今を生きる～人々が暮らしている /きた世界」とし、3月までほぼ月 1回のペースで主に本学の教員が自身の専門分野・地域の講義をおこないます。
事前申込不要。出席率が 7割以上の受講生には、修了証を贈呈します。ラインナップは次のとおり。

①4/11 逢坂剛・小松原庸子・立石博高「スペイン文化とフラメンコ」+東京外国語大学スペイン舞踊部公演、②5/9 佐藤公彦「中国の反外国主義とナショナリズム」、③5/23 岡田知子「カンボジア ものがたりの力」、
④6/6 床呂郁哉「東南アジアの文化の多様性を知る―島嶼部を中心に」、⑤10/3 左右田直規「創られる多民族国家―マレーシアとシンガポールから考える」、⑥10/31 亀山郁夫・沼野恭子「世界を食べよう !―料理と文学の
美味しい関係について」、⑦11/14 八木久美子「食からイスラムを見る」、⑧12/5 武田千香「千鳥足の弁証法 “ブラジル的生き方” にせまる !」、⑨1/23 千葉敏之「画像から見る世界の歴史―ヨーロッパ中世の世界」、
⑩2/20 西井凉子「死と身体―タイのフィールドから考える」、⑪3/19 真島一郎「他者の生を、自己の生につなげる―山口昌男と文化人類学 」

於：東京外国語大学
　　アゴラ・グローバル
　　（満員の場合は別会場で同時中継）

地図裏面

記憶
の再建と希望の物語



会場案内
東京外国語大学 府中キャンパス
アゴラ・グローバル　プロメテウス・ホール
 （満席の場合は、研究講義棟 101 教室にて同時中継）
〒183-8534 東京都府中市朝日町 3-11-1　TEL: 042-330-5111（代表）

　　◆JR 中央線「武蔵境」駅のりかえ　西武多摩川線「多磨」 駅下車　徒歩 5分　（ＪＲ新宿駅から約 40 分）
　　◆京王電鉄　「飛田給」駅北口より多磨駅行き京王バスにて約 10 分「東京外国語大学前」下車

西武多摩川線
「多磨駅」徒歩 5分

お車までのご来場は
ご遠慮ください。
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